
1 

 

 

 

 

 

 

令和２年度一般財団法人新潟県建設技術センター研究助成事業 

 

鳥屋野潟両岸をつなぐ防災・環境舟運の親子体験会 

活動事業報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 3 月 

特定非営利活動法人 新潟水辺の会 

 
  



 

 

 

～  目    次  ～ 

１. 活動の概要    --------------------- ２ 

２. 活動の内容    --------------------- ４ 

３. 情報発信と公開フォーラム  --------------------- ９ 

４. 活動のまとめ    ---------------------12 

５. 参考資料    ---------------------19 

 

  



 

 

１. 活動概要 

① 活動の目的と概要 

(ア) 目的と変更点 

SNS  

1. 2. 3.

1.

2.

3.

 

(イ) 背景 
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2018 2019

 

写真 2：潟を歩く中学生’18 年   写真 3：潟を歩く親子’19 年  

写真１：冠水道路を歩く中学生’19 年秋ニュース  



 

 

 公園広場  

鳥屋野潟 

 一本松  

図 2：潟の両岸をつなぐ体験概要図 

(ウ) 実施会場 
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② 活動概要 
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【主なプログラム】 

・両岸をつなぐエジソンメガホン通信 

・対岸に避難する板合せ＆二人乗りカヌー 

・潟歩き（一本松～沖合い板合せ）＆舟での自助救助体験 

・土のう積み体験 

・防災ミニ講座：大熊孝顧問・新潟大学名誉教授 

・アンケート：簡単な感想を記入 

約 500m 

旧清五郎川跡 

一本松 水深 
0.5~0.7ｍ 

図 1：鳥屋野潟水深図（提供2019/5.加藤功氏、王毅氏）と活動場所の位置図 

公園広場 



 

 

２.  活動内容 

① 事前調査 
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② 体験会のスタッフ参加の募集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：防災体験会での潟歩き避難杖について 

図 3：8.2 防災体験会の案内 



 

 

③ 準備作業 
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日程 表 1： 準備作業項目表 

7/22 ア) 準備作業 資材調達：100ｍロープ+木材、コンパネ等 

7/23 イ) 準備作業 竹材の運搬：竹筏桟橋、竹差し用 

7/24 ウ) 準備作業 対岸の基地づくりの草刈り 

7/25 エ) 準備作業 竹筏桟橋設置、竹差し、 

7/28 オ) 準備作業 エジソンメガホン通信のシナリオ作り ☚内藤リーダ― 

7/29 カ) 準備作業 エジソンメガホン設置の測量打合せ ☚荒井測量 

7/31 キ) 準備作業 100ｍロープ+フロート結束、巻き尺等、潟歩き補助計

測棒の準備（細竹マークで水深表示）、桟橋板の準備 

8/1 ク) 準備作業 避難舟２、二人乗りカヌー３、竹筏１、サポートカヌー

２、ゴムボート２、監視船２、潟歩きゴールの大型板合わせ 1、胴

長 10、ライフジャケット大小 40、両岸の基地の単管組み、テント張

り、足場のと塗装コンパネ板敷き、パネル、案内旗、マイク＆ラウドス

ピーカー、水深図パネル＆PR パネル、土のう積み体験講座などの防

災講座講師用のディレクターチェア＆手書きボードシート、観覧・講

座用の折り畳みイス 50 脚、スタッフ交通費、アンケート＆手板、筆

記具、コロナ対策検温確認シート、検温器、消毒アルコール、熱中

症対策の準備 

 写真 4：北基地の草刈り     

 写真5：基地の桟橋竹筏の運搬   

写真 6：北基地の桟橋筏を設置   

写真 7：南基地の筏桟橋を設置   

写真 8：潟歩き杖   写真 9：ロープと浮き      写真 10：資材や道具の舟運  写真 11：ピストンで資材運搬     

写真 12：がってん基地の未完成の桟橋    写真 13：資材や道具の到着  写真 14：浮とロープの湖上設置開始     



 

 

④ 8.2 活動プログラム 
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YouTube

 

 

■受付、検温、リストチェック 

 

 

 

 

 

 

■全員で会場等の準備 

 

 

 

 

 

 

■エジソンメガホン設営 

 

 

 

 

 

 

■最初に全員集合写真のドローン撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 15：参加者の体調チェックシート記入 写真 16：非接触体温計でチェック 写真 17：講座会場の設営       

写真 18：桟橋に二人乗りカヌー準備  写真 19：500ｍロープで舟運の準備 写真 20：潟歩きゴールにロープ設置       

写真 21：南基地にエジソンメガホン準備 写真 22：北基地にエジソンメガホン準備 写真 23：エジソンメガホン照準試験       

  写真 24：防災環境舟運体験会にスタッフ協力してくれた参加者の集合写真／ドローンカメラで上空から撮影       



 

 

 写真 29：水深を測る杖で潟歩き 写真 30：潟歩きの最後は自力乗船に挑戦               

 写真 31：潟歩きを上空から見る    写真 32：潟歩きの最後は泳ぎ？？               

■対岸へ避難の防災環境舟運の開始 
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■潟歩きと自助救出体験 

  

 

 

  写真 25：木舟板合せによる避難者の移送事業体験舟運／ドローンカメラで上空から撮影                   

  写真 26：ロープを引いて移動する板合せ 写真 27：上空から南基地を撮る   写真 28：監視救助の 2馬力ボート                 

  横断概念図：約 500ｍの両岸に 100ｍロープ 5 本を張り、途中に浮きを設けて誘導した                  



 

 

■土のう積み体験と防災ミニ講座 

 OB

 

 

 

 

 

 

 

 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■3.11 津波避難者の語り 

 

 

 

 

 

 

 

 

■湖上カヌー遊覧と撤収作業 

  

 

 

 

 写真 33：洪水現場での土のう積みはもっとキツイはず               

 写真 34：洪水と水害の違いなど大熊河川哲学を解説              

 図 4：水防五訓：大熊孝新潟大学名誉教授作成              

 図 5：水防心得五訓：大熊孝新潟大学名誉教授作成              

 写真 35-36：村尾建治南商工振興会名誉会長と後藤素子さんの災害体験談 写真 37：一本松は日陰しよけになる 

 写真 38：指導付き初カヌー体験を楽しむ参加者    写真 39：撤収作業も体験会の一部    



 

 

３.  情報発信と公開フォーラム 

① 情報発信 YouTube 

 

DVD YouTube  

( )

DVD YouTube  

 

○2020 鳥屋野潟の両岸をつなぐ防災環境舟運体験会 11 分動画 

https://www.youtube.com/watch?v=wsUfCzSnYDE 

 

【参考】鳥屋野潟がってんプロジェクト 2020 の活動 10 分動画  

https://www.youtube.com/watch?v=4HO4d_7f8xU 

（※動画期間は (株)クボタの HP 毎日地球未来賞サイトにアップされるまでの限定です。） 

 

 

 

  

 写真 40：防災環境舟運体験会の編集動画のフラッシュ写真 

https://www.youtube.com/watch?v=wsUfCzSnYDE
https://www.youtube.com/watch?v=4HO4d_7f8xU


 

 

② (一財)新潟県建設技術センターの情報に掲載 

1 2

 

 

 

 

 

  

 図 6：研究・活動助成案内の 2 ページ目に掲載    図 7：財団帰還時「センターだより」の一部に掲載           



 

 

 水辺シンポジウム 

2020 12 5

45
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TOTO

 

（参考資料３参照：水辺の会会報「新潟の水辺だより」） 
 

  

 図 8：水辺シンポジウムのチラシに助成団体を掲載           

 写真 41：パネルディスカッションで篠田昭前新潟市長が鳥屋野潟の可能性を発言         



 

 

④ 上所小オンライン授業の支援 

 

 

（参考資料 1-2 参照：上所小学校のホームページ） 

 

  

 写真 42：上所小学校 4年生のオンライン授業で鳥屋野潟がってんプロジェクトの Q＆A のようす：撮影牛腸先生          



 

 

４.  活動のまとめ 

① 参加者アンケートから 
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来年参加 感想 属性

①エジソンメガホン交信②潟ウォーク体験
③板合わせ（木

舟）舟運
④2人乗りカヌー ⑤竹筏体験 ⑥救助活動 ⑦防災講座 ⑧土のうづくり⑨その他

1

防災上の手段として楽

しみながら実践

女池側に基地を作った

ことも

潟の水深がいかに

浅いかが明確に

実際の対応方

法から河川工

学的説明まで

聞けた

参加したい

このような取り組みを

通じ、水辺に近づ

け、楽しめるエリアの

早期設備を

団体役員

2

風向きにより一方向だ

けOK。工夫が必要

ロープ上にメガホン交信

の芯を通しておくと湖上

体験の会話を拾うので

少し離れた位置に

（10mくらい）設置し

た方が雑音が少なくなる

参加したい
技術行政

OB

3
実際に対岸と話せる・

聴ける　貴重な体験で

した

参加したい 団体職員

4

土嚢の積み方

が勉強になりま

した

参加したい

若い方が参加されて

いて良いと思います。

活動が継続していくと

いいと思います

企業役員

5

ロープヲ引っ張っての

舟の移動が良かった

です

時間があえば参

加したい

団体役員

6
聞こえないかなあ ロープを使ってよい体

験ができた

良かったと思い

ます

参加したい

1番興味深かった体験



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7

遠くても大体声が聞こえ

ること

たくさんの人が乗れる

こと

参加したい 皆と体験ができてよ

かったです

来年もしてみたいで

す

中学生

8

意外と速く対岸まで

渡れて驚きました

機会があればと

思います

鳥屋野潟について新

しいことを知ることが

できて良かったです

教員家族

9
泳げて楽しかった 進んでいたら舟が来

た

子ども

10
実際の潟の深さが分

かって良かった

参加したい 協力参加

市民

11
鳥屋野潟の姿が少

し見えた

いろいろな話 参加したい 長い活動を期待して

います

団体職員

12 参加したい 中学生

13
想像よりも潟の水

深が浅かったため

潟の真ん中の景色

は初めて見たため

予定が合えば 普段できない体験が

でき楽しめました

学生

14

貴重なタ体験だと感

じたから

あまり歩いたことがあ

る人がいないだろう

から

参加したい 普段できない体験が

できた感じがしました

とても楽しめました

学生

15
潟の中を歩くのがめ

ずらしいから

参加したい 板合わせでフナが見

られて良かった

子ども

16

参加できなかったが

遠くで見ていて面白

そうだった

機会があれば参

加したい

コロナ感染との両立

が難しい

17 スタッフとして参加 救助者の見送

り

参加したい 企業参加

者
18 水が気持ちよかった 子ども

19
思ったより声を集めるこ

とにびっくりした

子ども

20
実際に潟の浅さや

質感を感じられそう

できれば参加し

たいです

家族参加

21

オールを漕げて楽し

かった

舟に乗ったまま水に

触れて楽しかったで

す

子ども

22 少し声が聞こえたから 魚がさわれたから 子ども

23
スピードも出て災害

の際には活躍しそう

です

教育コー

ディネーター

24

対岸に渡りエジソンメ

ガホンメンバーと打ち

合わせ

団体役員



 

 

    

 

【防災学習について】 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【改善点について】 

 

 

 

 

【2021 の実施について】 

 

 

 

② プロジェクト会議から 
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鳥屋野潟両岸をつなぐ防災環境舟運親子体験会 2020 反省会＆2021方針検討ワークショップ会議 
会場：いくとぴあ食花センター講座室 2020.10.24/10 時～12時 

 
●会議のねらいと進行について 
●8.2 記録映像：11分 
●2020 のねらいから、成果と反省事項の概要 ☚各リーダーからコメント 
●2021方針提案ワークショップ 
 1.タタキ台の防災環境舟運2021 案 
 2. 防災環境舟運2021案づくりワークショップ 
●まとめと今後の進め方について 
 ・助成資金の申請：晩冬から初春 
 ・防災環境舟運2021実行委員会の発足時期 



 

 

■2020 のねらいから、成果と反省事項の概要 （ワークショップでの検討タタキ台案） 

    

0.準備設営 安田・

増井・

大 野

ほか 

★事前に大野氏や平野、生駒両氏の作
業で対岸を刈り払い。★渡辺氏と筏の仮
設桟橋設置をした。★カヌーや備品等の
運搬が浚渫パイプを避けて運べた 
★両岸のベース基地づくり。両岸500ｍの
浮付きロープ張りは順調だった 

●ロープ張りの手順が大事 ☚事前にロー
プを浮きに通したため外すのに作業が増え
た 
●災害時には待ったなしなので、可能なら
設営もプログラムに育てたい 

11.受付検温・

予防 

大崎・

梶 

★検温や自己申告はスムーズにすすめら
れた 

●受付配置や案内が課題か 

12.ライフジャケッ

トなど 

  ●ライジャケの周知や担当配置が課題か 
●幼児用など子供用のライジャケが不足か 

2.メガホン A 内藤・

荒川 

★内藤シナリオを準備：「うなぎ」が面白
い。 

●両岸のエジソンメガホンがロープの線上に
あったため船上の声を拾った➜舟運コースと
メガホン線上コースの分離？ 

3.メガホン B 山ノ内 

・荒井 

★手旗信号など補助信号でやりとりした。
★測量機器でピンポイント照準を合わせた 

●周囲に大勢の声があったため聞き取りに
くい？ ●避難の通信から伝令の担当など
のシナリオ～人モノの救助舟運展開が必
要か 

41.舟運板合せ 増井・

大野 

★初めてのロープをたどる板合せ舟運だった
が順調に進められた 

●避難する役、救助役などの分担での体
験が必要か 
●土のうや器材と避難者の運搬になるとど
のような展開になるか 

42.二人乗りカヌ

ー 

伊藤 ★初体験者の指導 ●アフター体験会の楽しみがなかった 

43. 舟運筏 浅野 ★出来の悪い古い竹筏での舟運ご苦労
様でした。一定の効果が期待できそう 

●構造的な欠陥を改善しないと舟運に活
用できない。 

44. 潟ウォーク 浅野 ★若者が杖をついて移動。親子が潟歩き
に挑戦。 

●胴長での移動の大変さ 
●ライジャケ装着忘れがあった 

45. 救助体験 安田 ★若者 2名板合せ乗船トライ。 
★小学生兄弟の板合せ救助トライ。 

●各プログラムが切れ目なく成果が明解で
ない 
●防災の専門部署のレクチャーがほしい 

46.舟運記録 渡辺 板合わせ７～9分。２人乗りの筏13分。
ゴムボート 3分。 

３人筏はアンバランスで沈。風が 11 時頃
から吹き出し船の運航とメガホンの効果に
支障。 

5.監視＆救助

船 

杉山  ●ゴムボートと船外機ボートの分担 
●避難船での活用 
●手動での空気入れの体験 

6.空撮・編集 加藤 ★ドローンでの広角と船上での近接とよく
編集されている 

 

71 土のう積体

験 

山ノ内 ★若者には土のうの役割を初体験できた ●土のう積み体験は時間と広い場所が必
要なので時間をかけたい 

72 防災講座 山岸 ★水辺の現地で初の防災講座 ●会場の配置展開にテントが邪魔になる 
●パネル等紙芝居の準備が必要 

73 ランチ＆トー

ク 

戸枝  ●非常食も必要か 

74 アンケート 大崎   

81.家族対応    

82.片付け・撤

収 

安田   



 

 

■タタキ台の防災環境舟運 2021（ワークショップでの検討タタキ台案） 

 

コロナ禍でも水害は待ってくれません。非常時の対応を平常時に「防災体験」としておこなう意義と、水害濁水に

近い透明度である現状の鳥屋野潟を、「防災事前体験場」として逆手にとって活かす意義があります。これを全国

に発信することで、内外に“事前防災訓練”と“潟中ウォーク”の鳥屋野潟の環境価値を知らしめることができます。

できれば、防災体験の後は、カヌーや板合せ、浮島で湖上景観を楽しんでいただく時間を持てればと思います。 

 

【安田案】 

1） 開催日は、2021.8.7（土）か、8.8（日） ☚1998 年 8月 4日の新潟市内内水被害から 

2） 「潟歩行」、「潟中救助」とはっきり目標（プログラム時間）を分けて参加者に体験してもらう。 

実施提案 

① 市消防局・市防災課とのタイアップでレクチャーを受ける 

・消防は船に救助する訓練をしていると思うので、実際にレクチャーを受ける。 

② いろんな救助船を使用して救助・乗り込みを試す 

・板合せ、船外機（ＦＲＰ船）、ゴムボート、Ｅボートを使って救助を試す。 

➜・いろんな船に自力で乗り込みを試してもらう。 

③ 年代別に潟内歩行を体験する 

・同じ水深だと、年代によって歩く速さや疲労度が異なると思うので、それを体験してもらう。 

➜・違う年代の 5人で歩行競争をしてみるのも良いかも。 

 

●2020 プログラムの進化 

➜エジソンメガホン通信の進化+手旗信号など 

➜ロープ引きの滑車（所有物 20個）の利用 

：青少年の理科的な体験学習になる 

➜E ボートの利用：長岡市や見附市は防災避難の体験訓練用に E

ボート数艇を常備している 

➜がってん丸の浮島テラス利用＆がってん丸による両岸漕ぎ渡り 

➜午後からは、お楽しみのカヌー＆板合せ漕ぎ体験会など 

 

●潟ウォークのGoal ：浮島がってん丸設置 

 

●リバーネットながぬまから、防災杖歩き体験指導の子供講師を招聘 

 

●TV やNet 中継など、実際の防災情報の受発信展開 

➜鳥屋野潟の防災体験での環境価値の認知度を高める 

 

●産官学民の実行委員会形式での実施タタキ台案 

➜知事や市長、下流事務所長の招待観覧。 

➜防災環境舟運 2020 チーム（水辺の会・漁協・山潟コミ協・亀田郷土地改良区・新潟市南商工振興会・

浅野グループ・荒井測量設計(株) ・イーワン(株) ・万代高校端艇部 OB・東新中学校美術部）+下流

事務所+新潟整備部+新潟市土木部・消防局・防災課+新潟大学などの近隣大学、専門学校+近隣小

中高校+コミュニティ協議会+新潟県カヌー協会・新潟市ボート協会 

／後援・協力：新潟県立自然科学館、市内のマスコミ各社、NPO全国水環境交流会 



 

 

 写真 43：防災環境舟運体験会の反省会ワークショップミーティング          

 写真 44：反省会のワークショップミーティングで出された課題や提案は 2021 への方向性を示している                         

■ワークショップの成果 

1

 

 

 

③ まとめ 

30

(※1)

  

※1大熊孝：『洪水と水害をとらえなおす-自然観の転換と川との共生』（農文協、2020年）第74回毎日出版文化賞受賞
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NPO 21 (※2)

NPO 21

  

※2 NPO リバーネット 21 ながぬま：別途参考資料参照 
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５. 参考資料 

■参考資料１-1：NPO リバーネット 21 ながぬま  
https://rivernet-21-naganuma.jimdofree.com/ 

https://m.facebook.com/riba.naganuma21/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：ミツカン水の文化センター機関誌「水の文化」48 号減災力 

http://www.mizu.gr.jp/kikanshi/no48/index.html 

 

 

 

■参考資料１-2：新潟市立上所小学校 4年生の総合学習 

https://www3.schoolweb.ne.jp/weblog/index.php?id=1510004&typ
e=2&category_id=1657 
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■参考資料 2 
2020.12.5  

 

  



 

 

 

 

 

  

■参考資料 3 
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■参考資料 4 


